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今日は子どもにとってきびしい時代であります。虐待の時代と言ってもいいと思います。
　子どもが子どもの時間を持てないのです。夢中になって遊ぶ時間です。打ち込んでなにかに「ふける」時間です。そのように「ふける」経験が人間の一生の財産になります。ふけって十分に遊び抜いた経験が、一生を支える安定した情緒を与えるのです。
子どもの周りには物があふれています。玩具、ゲーム機、はては携帯。時にはパソコン。食べ物に不足する子どもはまれです。子どもが手を伸ばせば届く範囲にたいていの物はあります。子どもがこんなに物に満たされた時代はかつてありませんでした。しかし、子どもには時間がありません。「ふける」時間がない。時間は小間切れにぶちぶち断ちきられています。まるで学校の時間割のようです。ピアノ、バレー、体操教室、水泳、英語、算数などなど。何事にも踏み込めないでプログラムに追われ駆け回っています。自分で遊ぶ時間がありません。時間を遊べず時間に振り回されています。そのように基本的な情緒が安定しないまま、バタバタと成長していきます。幼児期に得られなかった情緒はあとで取り返すことはできないのです。
幼児を標的とした教育産業は盛んです。幼児を破壊するような教育業です。幼稚園もまたそのような教育業に堕しています。
だからキリスト教の自由保育は大切なのです。遊びの中で、子どもたちの関係の中で子どもの心身を育てる保育を、わたしたちは自信と誇り、そしてファイトをもって進めていかなくてはなりません。今こそ、子どもを取り返さなければなりません。
時代の泥沼から子どもを救い出さなければなりません。
園児を集めるために『売り』の保育が行われています。掛け算の九九を覚えさせる。小学校三年までの漢字をマスターさせる。跳び箱ができる。英会話。
ある幼稚園では３００人近い園児たちの成績をつけ上位２０位までの子どもの名前を貼り出すなどしています。
子どもはさせられるのです。覚えさせられる。暗記させられる。つまり、受け身の能力ばかり要求されます。幼児期に『させられた』子どもは自ら意志して『する』能力を失います。長い目でみたら子どもの能力は伸びなくなります。自分で『する』意欲が物事を追い求めて行く実力を育てるのです。
覚えさせられる保育の中で子どもたちは友だちを競争相手としか見なくなります。上か下か、勝つか負けるかの競争相手です。遊びの中で子どもは友だちを発見します。一緒にものを造り出す友だち。互いに力を出し合う友だち。たとえば、砂場。大きな山を作ります。みんなでシャベルを使い。それから、手をさし入れてトンネルを掘り、向こうから友だちが手をのばし、握手、ひとりではできない長いトンネル。だれかが道をつくります。線を引き。道には木片を拾ってきて車を乗せます。水を運ぶのがいて川ができます。小さな板を渡して、橋。一大パノラマが出来上がります。そうした作業の中でいつの間にかリーダーがいて副リーダーがいる。力持ちが水を運び、気転の効くのが木を探し、辛抱づよく道路を伸ばす。それぞれの力の必要を互いに確認します。力が結集されて物が創造されていく喜び、充実感を味わいます。そうやって一緒に生きるのが友だち。
自由保育では子どもを一様に育てることはしません。神が与えて下さっている欠けがえのない個性を信じます。それぞれが成長していく形があります。
植木をする面白さはそこにあります。それぞれの木の性格を見極めながら、その伸びてゆく形を整えるのです。保育のダイゴミです。
保育者にも個性があります。子どもにも各々個性がある。子どもと向き合いながら、ぶつかりながら保育者も変えられてゆく喜びは他のなにものにも代えられません。
